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【研究の概要】 
地震時の道路ネットワークの安全性や信頼性向上を目的として、道路盛土の性能の評価

方法、評価基準および性能に基づく耐震強化・補強技術の解明のために、現地調査、室内

実験、野外実験および数値解析等、多岐に渡る研究開発を実施した。 
その結果、道路盛土の性能評価の設計概念を提示するとともに、その実現のために性能

の評価基準，変形量の予測法、さらに具体的な耐震補強・耐震補強方法の適用性を明らか

にし、今後の道路盛土の耐震性を考慮するための性能設計の方向性を記した。 
【キーワード】道路盛土、レベル２地震動、性能設計、数値解析法、耐震強化、耐震補強 
 
（研究開始当初の背景・動機） 
 新潟県中越地震では盛土被害が多数発生

し、社会的・経済的に大きな影響を及ぼし

た。しかし、従来から盛土の耐震性能は明

確ではなく、耐震性能を考えた耐震強化（事

前対策）および耐震補強（事後対策）の取

り組みは遅れているのが実情であり、道路

盛土の性能評価法および経済的な耐震強

化・耐震補強工法の開発が緊要であった。 
（研究の目的） 
本研究開発では3つの研究開発目標を掲
げ、経済的かつ耐震性能を考えた盛土等の

耐震強化・耐震補強方法の研究開発を目指

した。 
目標1：道路機能を考えた盛土等の耐震性能
の評価手法および耐震強化・耐震補強の基

本概念の提示 

目標2：車道部分を保持する盛土の耐震強化 
・耐震補強の設計法と施工法【すべり破壊 
制御工法】の提示  
目標 3：盛土の異種構造との境界部におい 
て縦断線形を急変させない耐震強化・耐震

補強の設計法と施工法【縦断線形円滑化工

法】の提示 

（研究の方法） 
本研究開発では実地震（2004新潟県中越
地震，2007能登半島地震等）の現地調査・
資料収集および分析、室内実験（遠心実験，

振動台実験，静的実験，野外実験）の実施、

数値解析法の開発である。ここで、数値解

析、振動台実験、静的実験は保有施設で実

施し、遠心実験、野外実験の計測業務は外

注によった。 
（研究の主な成果） 
(1)盛土のマクロ危険度評価法の提示 
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(2)盛道路盛土の被災直後の通行機能を考慮
した耐震性能基準（案）の提示 

(3)すべり破壊制御の設計概念の提示（図-1）
および適用性の検証 

 
 
 
 
 
(4)縦断線形円滑化の設計概念の提示（図-2）
および適用性の検証 

 
 
 
 
 
(5)室内実験によるすべり破壊ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明
（図-3） 
 
 
 
 
 
 
(6)改良Ｏ型ニューマーク法の提示（図-4） 
 
 
 
 
 
 
(7)極限解析法の提示（図-5） 
 
 
 
 
 
 
図-5 極限解析法によるのり尻補強効果の検証 
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（今後の展望） 

 本研究開発の進捗、成果により、道

路盛土の性能規定型の耐震強化・補強

に関して多様な知見が得られ、将来の

具体的な設計法あるいは工法の研究

開発の可能性が提示された。今後、以

下の課題の一層の解決、展開が必要で

ある。 

(1)盛土の動的特性および設計地震動 

(2)盛土の危険度評価方法 

(3)盛土の耐震性能評価方法 

(4)性能規定型の耐震強化・補強工法 

(5)盛土の耐震性向上の導入・普及 

（道路政策の質の向上への寄与） 

将来の地震が危惧される中、道路盛

土に対して性能規定型の耐震強化お

よび耐震補強、さらに道路管理を促進

することにより、地震に強い、安全、

安心な道路ネットワークへの質的向

上が可能となる。 
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図-1 すべり破壊制御工法の設計理念 
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図-2 縦断線形円滑化工法の設計理念 
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図-4 実被害盛土の変形予測：改良Ｏ型ﾆｭｰﾏｰｸ法 
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図-3 遠心実験によるすべりの再現 


